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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第17期

第２四半期
連結累計期間

第18期
第２四半期
連結累計期間

第17期

会計期間

自平成28年
　６月１日
至平成28年
　11月30日

自平成29年
　６月１日
至平成29年
　11月30日

自平成28年
　６月１日
至平成29年
　５月31日

売上高 （千円） 1,180,585 2,991,417 3,093,093

経常利益又は経常損失（△） （千円） △27,783 270,633 365,066

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は四半期純損失

（△）

（千円） △50,257 211,243 285,038

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △37,569 205,645 287,741

純資産額 （千円） 868,714 1,963,139 1,282,271

総資産額 （千円） 1,205,241 2,614,839 1,717,949

１株当たり四半期（当期）純利益

又は四半期純損失金額（△）
（円） △10.55 37.19 59.80

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） - 33.03 53.30

自己資本比率 （％） 69.3 70.8 69.8

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 51,242 89,721 431,387

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 179,877 △146,518 33,720

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △122,354 434,393 △88,893

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 533,371 1,167,995 801,031

 

回次
第17期

第２四半期
連結会計期間

第18期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自平成28年
　９月１日
至平成28年
　11月30日

自平成29年
　９月１日
至平成29年
　11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 13.15 40.11

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には消費税等を含めておりません。

 ３．第17期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在す

るものの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

４．前連結会計年度より、外国源泉税の表示方法を変更したため、第17期第２四半期連結累計期間の主要な連結経

営指標についても、当該表示方法の変更を反映した組替後の数値を記載しております。なお、表示方法の変更

の内容については、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（追加情報）」をご覧くださ

い。

５．当期より、連結子会社１社の決算日を３月31日から５月31日に変更しております。この変更に伴い、第18期第

２四半期連結累計期間における当該連結子会社の業績は、平成29年４月１日から平成29年11月30日までの８か

月間を連結しております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判

断したものであります。

 

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国をはじめとする海外の政策動向の懸念や地政学リスク

の発生などはあるものの、政府・日銀による経済政策などにより、緩やかな回復基調で推移しております。

　わが国のオンラインゲーム市場においては、引き続きユーザー数は伸びているものの、提供タイトルの増加か

ら事業環境が大きく変化を遂げております。

　このような事業環境のもと、当社グループは当第２四半期連結累計期間におきましても、引き続き国際競争力

のあるゲームの開発を続けるとともにクレーンゲームアプリ「トレバ」の安定的な成長と拡大に注力し増収増益

となりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は2,991百万円となり、前年同期に比べ、153.4％の増収

となりました。

　利益面につきましては、営業利益290百万円（前年同期は営業利益22百万円）、経常利益270百万円（前年同期

は経常損失27百万円）、税金等調整前四半期純利益271百万円（前年同期は税金等調整前四半期純損失44百万

円）、親会社株主に帰属する四半期純利益211百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失50百万

円）となりました。

　なお、当期より、経営全般にわたって、より効果的な事業運営を図ることを目的として、連結子会社１社の決

算日を３月31日から当社の連結決算日である５月31日に変更したことに伴い、当第２四半期連結累計期間には、

当該連結子会社の平成29年４月１日から11月30日までの８か月間の業績を反映しております。

　当社グループはオンラインゲーム事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりませ

ん。

 

（2）資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ896百万円増加し、2,614百万円となりま

した。これは主に、現金及び預金216百万円、売掛金82百万円、貯蔵品197百万円、流動資産その他135百万円、

有形固定資産103百万円、無形固定資産121百万円の増加によるものであります。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ216百万円増加し、651百万円となりまし

た。これは主に、未払金163百万円及び未払費用40百万円の増加があったことによるものであります。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ680百万円増加し、1,963百万円となり

ました。これは主に、資本金が222百万円、資本剰余金が222百万円、利益剰余金が211百万円増加したことによ

るものであります。

 

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ366百万円増加し、1,167百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりでありま

す。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動により、資金は89百万円増加（前年同期は51百万円の増加）しま

した。これは主に、たな卸資産の増加額218百万円、売上債権の増加額83百万円の減少があった一方で、税金等

調整前当期純利益271百万円、未払金の増加額163百万円による増加があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動により、資金は146百万円減少（前年同期は179百万円の増加）し

ました。これは主に、定期預金の減少額150百万円の増加があった一方で、有形固定資産の取得による支出128百

万円、無形固定資産の取得による支出136百万円の減少があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の財務活動により、資金は434百万円増加（前年同期は122百万円の減少）しまし

た。これは主に、ストックオプションの行使による収入427百万円の増加があったことによるものであります。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

（5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は74百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,400,000

計 19,400,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年１月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,961,201 5,966,301
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数は100

株であります。

計 5,961,201 5,966,301 － －

（注）１．「提出日現在発行数」欄には、平成30年１月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

　　　２．平成29年10月１日付けで、東京証券取引所マザーズから同取引所市場第二部に市場変更しております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

決議年月日 平成29年９月21日

新株予約権の数（個） 4,100　（注）1

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 410,000　（注）2

新株予約権の行使時の払込金額（円） 2,283

新株予約権の行使期間 平成30年11月１日から平成32年10月31日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）（注）３

発行価格　　2,283

資本組入額　　1,142

新株予約権の行使の条件 （注）４

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めない

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）６

 
（注）　１．新株予約権１個あたりの目的である株式の数は100株であります。

２．当社が普通株式の分割（当社普通株式の株式無償割当を含む。以下同じ。）又は併合を行う場合、次の算

式により本新株予約権の目的である株式の数を調整するものとする。

調整後株式数＝調整前株式数×分割（又は併合）の比率

　　　また、上記のほか、割当日後、本新株予約権の目的である株式の数の調整をすることが適切な場合は、

当社は合理的な範囲で株式の数の調整をすることができる。

　　　かかる調整は、本新株予約権のうち、当該時点で権利行使又は消却されていない本新株予約権の目的で

ある株式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の端数は切り捨てる。

３．増加する資本金及び資本準備金に関する事項

　　①本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第

１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とする。計算の結果１円未満の端数が生じた

ときは、その端数を切り上げるものとする。

　　②本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本

金等増加限度額から、上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

４．新株予約権の行使の条件

　　①新株予約権者は、当社が開示した平成30年５月期、平成31年５月期、平成32年５月期の各四半期会計

期間（３ヶ月間）における当社連結損益計算書（連結財務諸表を作成しない場合は，損益計算書）におい

て、各四半期会計期間（３ヶ月間）の営業利益が４四半期会計期間連続で80百万円を超過していることが
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ある場合にのみ、本新株予約権を行使することができる。なお国際財務報告基準の適用等により参照すべ

き営業利益の概念に重要な変更があった場合には、上記指標に相当する指標で別途参照すべきものを取締

役会にて合理的に定めるものとする。

　　②平成29年９月13日から平成32年10月31日までの間において、東京証券取引所における当社普通株式の

普通取引終値が一度でも301円を下回った場合、（但し、上記２に準じて取締役会により適切に調

整されるものとする。）本新株予約権は消滅するものとする。

　　③新株予約権者は、権利行使時においても、当社又は当社子会社の取締役、監査役、又は従業員である

ことを要する。ただし、取締役会が正当な事由があると認めた場合はこの限りではない。

　　④新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。

　　⑤本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における授権株式数を超過すること

となるときは、当該本新株予約権の行使を行うことはできない。

５．新株予約権の取得に関する事項

　　①当社が消滅会社となる合併契約、当社が分割会社となる会社分割についての分割契約若しくは分割計

画、又は当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移転計画について株主総会の承認（株主総会

の承認を要しない場合には取締役会決議）がなされた場合は、当社は、当社取締役会が別途定める日の到

来をもって、本新株予約権の全部を無償で取得することができる。

　　②新株予約権者が権利行使をする前に、上記４に定める規定により本新株予約権の行使ができなくなった

場合は、当社は新株予約権を無償で取得することができる。

　　③新株予約権者が本新株予約権の放棄を申し出た場合は、当社は本新株予約権を無償で取得することがで

きる。

６．組織再編行為に伴う新株予約権の交付に関する事項

当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転

（以上を総称して以下、「組織再編行為」という。）を行う場合には、組織再編行為の効力発生日におい

て、本新株予約権の新株予約権者に対し、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社

（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を以下の条件に基づき交付するものとする。但し、以

下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契

約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において定めた場合に限るものとする。

①交付する再編対象会社の新株予約権の数

本新株予約権の新株予約権者が保有する本新株予約権の数と同一の数を交付する。

②新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

③新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件を勘案のうえ、上記２に準じて決定する。

④新株予約権の行使に際して出資される財産の価値

交付する再編対象会社の各新株予約権の行使に際して出資される財産の価値は、「本新株予約権の行使に

際して出資される財産の価値又は算定方法」に従って定められる調整後行使価格を基準に組織再編行為の

条件等を勘案のうえ合理的に決定される価格に上記③に従って定められる当該新株予約権の目的である再

編対象会社の株式の数を乗じた額とする。

⑤新株予約権を行使することができる期間

上記「新株予約権の行使期間」に定める行使期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうち、いずれか遅

い日から上記「新株予約権の行使期間」に定める行使期間の末日までとする。

⑥新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

上記「３.増加する資本金及び資本準備金に関する事項」に準じて決定する。

⑦譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による取得の制限については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとする。

⑧その他交付する再編対象会社の新株予約権の行使の条件

上記「４．新株予約権の行使の条件」に準じて決定する。

⑨交付する再編対象会社の新株予約権の取得自由及び条件

上記「５．新株予約権の取得に関する事項」に準じて決定する。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数（株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年９月１日～

平成29年11月30日

（注）

79,200 5,961,201 24,745 1,241,133 24,745 305,923

　　（注）新株予約権の権利行使による増加であります。
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（６）【大株主の状況】

  平成29年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　佐藤　類 東京都渋谷区 1,394,700 23.40

　大和田　豊 東京都新宿区 391,100 6.56

　日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町1-2-10 363,100 6.09

　浅原　慎之輔 神奈川県藤沢市 272,600 4.57

　小川　雄介 東京都渋谷区 180,000 3.02

　松井証券株式会社 東京都千代田区麹町1-4 120,000 2.01

　BNYM　SA/NV　FOR　BNYM

　FOR BNYM　GCM　CLIENT

　ACCTS　MILM　FE

 （常任代理人　株式会社三菱東

　京UFJ銀行）

2　KING　EDWARD　STREET,LONDON　EC1A

1HQ　UNITED　KINGDOM

 

（東京都千代田区丸の内2-7-1）

61,313 1.03

　NOMURA　INTERNATIONAL　PLC

　LONDON　SECURITY　LENDING

 （常任代理人　野村證券株式会

　社）

1　ANGEL　LANE,　LONDON,　EC4R　3AB,　

UNITED　KINGDOM

 

（東京都中央区日本橋1-9-1）

52,800 0.89

　小川　真桜 千葉県鎌ケ谷市 41,800 0.70

　野村　幸子 徳島県阿南市 37,900 0.64

計 － 2,915,313 48.90

 

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － 　　　　　　　－ －

議決権制限株式（自己株式等） － 　　　　　　　－ －

議決権制限株式（その他） － 　　　　　　　－ －

完全議決権株式（自己株式等） － 　　　　　　　－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式5,959,200 59,592 －

単元未満株式 普通株式　　2,001 　　　　－ －

発行済株式総数 普通株式5,961,201 　　　　－ －

総株主の議決権 　　　　　　－ 59,592 －

（注）単元未満株式の欄には、自己株式が45株含まれております。
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②【自己株式等】

平成29年11月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年９月１日から平

成29年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年６月１日から平成29年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、アスカ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 951,752 1,168,724

売掛金 225,556 308,547

商品 485 320

仕掛品 - 21,266

貯蔵品 100,326 298,113

未収還付法人税等 10,808 -

その他 88,627 224,270

貸倒引当金 △7,380 △9,123

流動資産合計 1,370,176 2,012,119

固定資産   

有形固定資産 109,822 213,200

無形固定資産 142,464 264,065

投資その他の資産 95,485 125,454

固定資産合計 347,772 602,720

資産合計 1,717,949 2,614,839

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,242 1,209

1年内返済予定の長期借入金 21,348 21,348

未払金 181,803 345,201

未払費用 84,307 124,383

未払法人税等 45,191 65,504

預り金 33,910 24,542

その他 35,529 45,437

流動負債合計 403,333 627,627

固定負債   

長期借入金 27,059 16,385

退職給付に係る負債 5,285 7,687

固定負債合計 32,344 24,072

負債合計 435,677 651,700

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,018,662 1,241,133

資本剰余金 83,452 305,923

利益剰余金 81,626 292,869

自己株式 △28 △28

株主資本合計 1,183,712 1,839,897

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 15,790 10,191

その他の包括利益累計額合計 15,790 10,191

新株予約権 82,768 113,050

純資産合計 1,282,271 1,963,139

負債純資産合計 1,717,949 2,614,839
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成28年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年６月１日
　至　平成29年11月30日)

売上高 1,180,585 2,991,417

売上原価 301,867 383,039

売上総利益 878,717 2,608,378

販売費及び一般管理費 ※１ 855,789 ※１ 2,317,457

営業利益 22,927 290,921

営業外収益   

受取利息 67 233

その他 5,302 878

営業外収益合計 5,370 1,111

営業外費用   

支払利息 1,299 769

新株予約権発行費 - 5,417

外国源泉税 5,250 8,421

為替差損 22,540 3,646

貸倒引当金繰入額 25,128 1,561

その他 1,863 1,583

営業外費用合計 56,081 21,399

経常利益又は経常損失（△） △27,783 270,633

特別利益   

新株予約権戻入益 1,247 2,152

特別利益合計 1,247 2,152

特別損失   

固定資産除却損 2,770 10

関係会社株式評価損 - 1,003

特別調査費用 15,300 -

特別損失合計 18,070 1,014

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△44,606 271,771

法人税、住民税及び事業税 5,650 60,527

法人税等合計 5,650 60,527

四半期純利益又は四半期純損失（△） △50,257 211,243

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△50,257 211,243
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成28年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年６月１日
　至　平成29年11月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △50,257 211,243

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 12,688 △5,598

その他の包括利益合計 12,688 △5,598

四半期包括利益 △37,569 205,645

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △37,569 205,645

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成28年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年６月１日
　至　平成29年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△44,606 271,771

減価償却費 17,643 58,767

株式報酬費用 9,914 25,370

貸倒引当金の増減額（△は減少） 25,128 1,689

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 2,228

受取利息 △67 △233

支払利息 1,299 769

新株予約権発行費 - 5,417

為替差損益（△は益） 14,585 8,270

固定資産除却損 2,770 10

関係会社株式評価損 - 1,003

新株予約権戻入益 △1,247 △2,152

売上債権の増減額（△は増加） 8,184 △83,614

たな卸資産の増減額（△は増加） △8,558 △218,887

仕入債務の増減額（△は減少） △139 △32

未払金の増減額（△は減少） △18 163,824

前受金の増減額（△は減少） △596 11,795

未払費用の増減額（△は減少） 13,243 39,967

その他の資産の増減額（△は増加） △27,363 △149,358

その他の負債の増減額（△は減少） 49,789 △12,587

その他 4,962 1,521

小計 64,923 125,540

利息及び配当金の受取額 67 233

利息の支払額 △1,283 △769

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △12,464 △35,283

営業活動によるキャッシュ・フロー 51,242 89,721

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の純増減額（△は増加） 250,063 150,000

有形固定資産の取得による支出 △34,005 △128,864

無形固定資産の取得による支出 △35,229 △136,797

敷金及び保証金の差入による支出 △3,000 △32,682

敷金及び保証金の回収による収入 1,451 1,842

その他 598 △16

投資活動によるキャッシュ・フロー 179,877 △146,518

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 -

長期借入金の返済による支出 △22,354 △10,674

新株予約権の発行による収入 - 17,612

ストックオプションの行使による収入 - 427,454

財務活動によるキャッシュ・フロー △122,354 434,393

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,602 △10,632

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 104,164 366,963

現金及び現金同等物の期首残高 429,207 801,031

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 533,371 ※１ 1,167,995
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

（連結子会社の事業年度等に関する事項の変更）

　第１四半期連結会計期間より、連結子会社１社の決算日を３月31日から５月31日に変更しております。この変

更は、すべての連結対象会社の決算日を統一することで、経営全般にわたって、より効率的な事業運営を図るこ

とを目的としております。

　当該変更に伴い、当該連結子会社は平成29年４月１日から平成29年11月30日までの８か月間を連結対象期間と

する変則的な決算となっております。

　なお、当該連結子会社における平成29年４月１日から平成29年５月31日までの損益については、四半期連結損

益計算書を通して調整する方法を採用しており、同期間の売上高（個別財務諸表の合計額。以下同じ。）は

1,622千円、営業損失は3,889千円、経常損失は4,166千円、税引前四半期純損失は4,166千円であります。

 

（追加情報）

　　　　（表示方法の変更）

　前第２四半期連結累計期間において、「法人税、住民税及び事業税」に含めておりました「外国源泉税」は、

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2017年３月16日）の公表により取扱

いが明確化された事により、前連結会計年度より「営業外費用」に表示することといたしました。

　この結果、前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「法人税、住民税及び事業税」に表

示していた10,901千円は、「法人税、住民税及び事業税」5,650千円、営業外費用の「外国源泉税」5,250千円と

して組み替えております。また、この変更により前第２四半期連結累計期間の経常損失は22,532千円から27,783

千円に、税金等調整前四半期純損失は39,355千円から44,606千円となっております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年６月１日

　　至 平成28年11月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年６月１日

　　至 平成29年11月30日）

販売促進費 342,447千円 1,513,955千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年６月１日
至 平成28年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年６月１日
至 平成29年11月30日）

現金及び預金勘定 734,101千円 1,168,724千円

預け入れ期間が３ヶ月を超える定期預金 △200,730 △728

現金及び現金同等物 533,371 1,167,995
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年６月１日　至　平成28年11月30日）

１.配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

２.株主資本の著しい変動

　当社は、平成28年８月31日開催の第16期定時株主総会の決議により、資本準備金923,320千円を減少し、

その他資本剰余金に振り替えるとともに、その他資本剰余金923,320千円を繰越利益剰余金に振り替え、欠

損の補填を行っております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間において資本剰余金が923,320千円減少し、利益剰余金が923,320千

円増加しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年６月１日　至　平成29年11月30日）

１.配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

２.株主資本の著しい変動

　当第２四半期連結累計期間において、新株予約権の行使により、資本金及び資本剰余金はそれぞれ

222,470千円増加しております。この結果、当第２四半期連結会計期間末において、資本金は1,241,133

千円、資本剰余金は305,923千円となっております。

 

（セグメント情報等）

当社グループは、オンラインゲーム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年６月１日
至　平成28年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年６月１日
至　平成29年11月30日）

（1）１株当たり四半期純利益又は四半期純損失金

額（△）
△10円55銭 37円19銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は四半期

純損失金額（△）（千円）
△50,257 211,243

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益又は四半期純損失金額（△）（千円）
△50,257 211,243

普通株式の期中平均株式数（株） 4,764,757 5,680,330

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 33円03銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） － 715,570

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要

－ －

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの

１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

EDINET提出書類

サイバーステップ株式会社(E05601)

四半期報告書

19/20



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年１月15日

サイバーステップ株式会社

取締役会　御中

 

アスカ監査法人
 

 
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 若 　尾 　典 　邦

 

 
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 石 　渡 　裕 一 朗

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサイバーステッ

プ株式会社の平成29年６月１日から平成30年５月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年９月１日

から平成29年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年６月１日から平成29年11月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サイバーステップ株式会社及び連結子会社の平成29年11月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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